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＜参考＞ 
１．国際勧告等との関連 

本標準は、ファクシミリのための可逆符号化方式を用いたカラーと単色多値画像の表現について記述し

ており、２０００年３月のＩＴＵ－Ｔ ＳＧ８会合において決議１が適用され勧告化されたＩＴＵ－Ｔ勧

告Ｔ．４３に準拠したものである。 

 
２．上記国際勧告等に対する追加項目等 
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ファクシミリのための可逆符号化方式を用いたカラーと単色多値画像表現 
 

１．目的 
 本標準は、グループ３あるいはグループ４ファクシミリのようなファクシミリ通信サービスにおいて可

逆符号化方式を用いることにより、１ビット／カラーのＣＭＹ（Ｋ）またはＲＧＢ画像、パレットカラー

画像および、もしくは連続階調カラーと単色多値画像のようなカラーおよび単色多値画像データの交換を

可能とするために、カラーと単色多値画像表現、およびそれらの符号化方式を規定する。 

 

  本標準の目的は、３タイプのカラーと単色多値画像のために、その表現と可逆符号化方式を規定するこ

とである。第１は、１ビット／カラーのＣＭＹ（Ｋ）またはＲＧＢ画像。第２は、パレットカラー画像。

最後は、連続階調カラーと単色多値画像である。 

 

  本標準は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４と ＪＴ－Ｔ３０またはＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｔ５６３、ＪＴ－Ｔ５０３

とＪＴ－Ｔ５２１の一部と共に、カラーファクシミリサービスや他のテレマティックサービスで 用いられ

るカラー画像データフォーマットを定義する。 

 

  本標準においては、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８２(ＪＢＩＧ)にて規定された符号化方式は、これら３タイプの

カラーと単色多値画像の可逆符号化のために用いられる。他の符号化方式のアプリケーションは、検討課

題である。 

 

２．適用範囲 
  本標準は、主に送信側で規定されたカラー画像データを受信側が再現できるように、カラーデータ表現

と符号化方式を定義する。あるサービスが本標準を用いて実行されるとき、全ての非基本機能はネゴシエー

ションを必要とする。 
 

３．参照規格 
  本文で参照される規定を含む、下記のＩＴＵ－Ｔ勧告とＴＴＣ標準が、本標準の規定を構成する。発行

の時点で示された版が有効である。全ての参照勧告は、改定されることがあり、そのため、本標準の全て

の利用者は、以下に示された参照勧告の最新版を適用する可能性を調査することを奨励される。 

 

－ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８２｜ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５４４－情報技術－画像と音声情報の符号化表現－ 

 階層的二値画像圧縮（ＪＢＩＧ標準として共通に参照される） 

 

－ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２－ファクシミリのための連続階調カラ－表現方式 

 

４．定義 
  ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２とＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８２の定義は、明確に修正されない限り本標準に適用さ

れる。 

ＪＢＩＧ   Joint Bi-level Image Experts Groupおよび、本グループによって定義されたＩＴＵ－Ｔ勧告 

      Ｔ．８２において記述された符号化方式のための略語。 

 

５．規定 
  ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２とＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８２の規定が本標準に適用される。 
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６．画像表現方式 
6.1 概要 

  本標準では、可逆符号化方式を要求される３タイプのカラーと単色多値画像のための表現方式が定義さ

れる。第１は、１ビット／カラーのＣＭＹ（Ｋ）またはＲＧＢ画像。第２は、パレットカラー画像。最後

は、連続階調カラーと単色多値画像である。これらの画像のいくつかは、ソフトコピー環境下で電子的に

生成される。その他は、スキャナとディザ方式のような画像処理技術を用いて得られるかもしれない。 

 

  パレットカラー画像モードは、いくつかの場合において、正確な再現を要求するかもしれないので、こ

のモードは、正確なカラー再現可能性を持たなければならない。そのため、本モードのカラーパレット表

データは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２で定義された装置に依存しない交換のための色空間により規定されて

いる。一方、１ビット／カラーの画像モードは、主に原色を用いてカラー画像を再現するために規定され

る。 

 

  次に、１ビット／カラーのＣＭＹ（Ｋ）またはＲＧＢ画像モードの表現例を示す。 

 

  送信側は、スキャナとディザ方式の様な画像処理技術を用いて、３ないし４の色構成要素と色構成要素

当たりの１ビットで元のカラー画像を生成する。各ビットプレーンは、原色の１つのオン／オフを示す。

送信側は、この画像をＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８２（ＪＢＩＧ）のような可逆符号化方式を用いて符号化する。

そのとき、送信側は、このモードの指示で符号化データを送信する。 

受信側は、データを受け取り、ＣＲＴ（ソフトコピー）かプリンタ（ハードコピー）に、それらの原色を

用いて画像を表現する。送信側が送信側の原色についての情報を付加し、受信側が高度な再現能力を持っ

たとしても、プリンタの色調再現性能は原色だけでなく記録する画素サイズに依存するので、受信側は正

確なカラー画像を再現できないかもしれない。 

 

  次の表現は、パレットカラー画像モードの表現例である。 

 

  送信側は、表データが特定の装置に依存した色空間により規定されるカラーパレットを用いて、元のカ

ラー画像を生成する。この色空間は、送信側ＣＲＴの原色、基準白色とガンマに依存するかもしれない。

送信側は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２で定義された装置に依存しない色空間によって規定される表データで、

装置依存のカラーパレットをパレット交換のための色空間へ変換する。そのとき、送信側は、交換のため

のカラーパレットと、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８２（ＪＢＩＧ）のような可逆符号化方式で符号化された画像

データを送信する。受信側は、交換のためのカラーパレットと符号化データを受信する。交換のためのカ

ラーパレットは、受信側装置に依存するハードコピーまたはソフトコピーの色空間により規定される受信

側特有のカラーパレットに変換される。 

 

  次に可逆符号化連続階調カラー画像モードの表現例を示す。 

 

送信側は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２で定義された色空間において、元の連続階調カラーか単色多値画像を

生成する。いくつかの高度な応用においては、これらの画像の可逆伝送を必要とする。 本標準は、ＩＴＵ

－Ｔ勧告Ｔ．８２（ＪＢＩＧ）を用いて、これらの画像の可逆符号化を提供する。可逆符号化方式を用い

て高度なデータ圧縮比を得るために、グレイコード変換技術が導入される。 
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6.2 色表現 

  色表現は、カラー画像規定方式を定義する。本章では、３タイプの色表現方式が定義される。 
 

6.2.1 １ビット／カラーのＣＭＹ(Ｋ)またはＲＧＢ画像の表現 

  本モードにおいて、カラー画像は、ＣＭＹ(Ｋ)かＲＧＢの原色を用いる１ビット／色構成要素タイプの画

像として取り扱われる。３原色（ＣＭＹかＲＧＢ）あるいは、４原色（ＣＭＹＫ）での１ビット／カラー

タイプ画像において、各ビットプレーンは、表１～３／ＪＴ－Ｔ４３で表されるような原色を示す。 

 

 

表 １／JT-T43 １ビット／カラー“ＣＭＹＫ”画像のカラーテーブル 

         (ITU-T T.43) 

 

ビットプレーン 原色 

ＭＳＢ 

ＬＳＢ＋２  

ＬＳＢ＋１ 

ＬＳＢ 

シアン 

マゼンタ 

黄 

黒 

 

 

表 ２／JT-T43 １ビット／カラー“ＣＭＹ”画像のカラーテーブル 

          (ITU-T T.43) 

 

ビットプレーン 原色 

ＭＳＢ 

ＬＳＢ＋１ 

ＬＳＢ 

シアン 

マゼンタ 

黄 

 

 

表 ３／JT-T43 １ビット／カラー“ＲＧＢ”画像のカラーテーブル 

         (ITU-T T.43) 

 

ビットプレーン 原色 

ＭＳＢ 

ＬＳＢ＋１ 

ＬＳＢ 

赤 

緑 

青 

 

 

6.2.2 パレットカラー画像表現 

パレットカラー画像は、１２ビット以下または、オプションで１３から１６ビットのインデックスで表

現される。 各インデックスの関連する色情報は、カラーパレットテーブルにより与えられるが、そのテー

ブルでは、各エントリはＣＩＥＬＡＢ色空間における３構成要素の色座標から成っている。色座標の各構

成要素は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２で規定されている８ビットまたは１２ビット値により表現される。 

２３６のエントリを持ち各構成要素が８ビット精度により表現されるカラーパレットの例は、表４／ＪＴ
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－Ｔ４３に示されている。１２８のエントリを持ち、各構成要素が、１２ビット精度により表現されるカ

ラーパレットの例は、表５／ＪＴ－Ｔ４３に示されている。 

 

表 ４／JT-T43 ２３６エントリと８ビット精度のカラーパレットテーブル例 

        (ITU-T T.43) 

インデックス 構成要素値（８ビット） 

 

 

ＬＬＬＬ＊＊＊＊ 

 

ａａａａ＊＊＊＊ ｂｂｂｂ＊＊＊＊ 

０ 

１ 

２ 

－ 

－ 

 

 

 

－ 

２３５ 

２５５ 

０ 

１２８ 

－ 

－ 

 

 

 

－ 

２２０ 

１２８ 

１２８ 

１２８ 

－ 

－ 

 

 

 

－ 

１２８ 

９６ 

９６ 

９６ 

－ 

－ 

 

 

 

－ 

２２０ 

 

 

表 ５／JT-T43 １２８エントリと１２ビット精度のカラーパレットテーブル例 

       (ITU-T T.43) 

インデックス 構成要素値（１２ビット） 

 

 

ＬＬＬＬ＊＊＊＊ 

 

ａａａａ＊＊＊＊ ｂｂｂｂ＊＊＊＊ 

０ 

１ 

２ 

－ 

 

－ 

１２７ 

４０９５ 

０ 

２０４８ 

－ 

 

－ 

３５２０ 

２０４８ 

２０４８ 

２０４８ 

－ 

 

－ 

２０４８ 

１５３６ 

１５３６ 

１５３６ 

－ 

 

－ 

３５２０ 

 

6.2.3 連続階調カラーと単色多値画像表現 

  本モードにおいては、カラー画像は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２に規定された ＣＩＥＬＡＢ色空間により

表現され、単色多値画像は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２に規定された ＣＩＥＬＡＢ色空間のＬ＊構成要素に

より表現される。各構成要素は、８ビットかそれ以下または、オプションとして９から１２ビット精度を

持つ。本モードのデータ構造は、可逆符号化方式のために定義される。高度なデータ符号化能力を得るた

めに、グレイコード変換が用いられる。現時点で、サブサンプリングは、本標準ではサポートされない。 

 

７．データ構造仕様 
7.1 概要 

 ＪＢＩＧのような可逆符号化方式は、カラーと単色多値画像の符号化方式として使用できる。この符号化
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において、画像は１組のビットプレーンに分解され、各ビットプレーンは、可逆符号化方式により符号化

される。画像のビットプレーンへの分解において、グレイコード変換は、連続階調画像のためにだけ用い

られる。本データ構造は、図 １／ＪＴ－Ｔ４３に示すように、ＢＣＩＨ（Bit-plane color image header）と

ＢＣＩＤ（Bit-plane color image data）と終端マーカ（Ｘ’ＦＦＡ９’）から成るＢＣＩＥ(Bit-plane color image 

entity )として定義される。 

 

ＢＣＩＨ ＢＣＩＤ 終端マーカ 

 

図 １／JT-T43 ＢＣＩＥのデータ構造 

                   (ITU-T T.43) 

 

7.2 ＢＣＩＨ構造とエントリ分類 

7.2.1 ＢＣＩＨ構造 

  ＢＣＩＨ（Bit-plane color image header）の構造は、図２／ＪＴ－Ｔ４３に規定される。 ＢＣＩＨは、 

マジック番号 Ｘ’ＦＦＡ８’と、２個以上のエントリから成る。 

Ｇ３ＦＡＸ０／Ｇ４ＦＡＸ０エントリとＥＣＩＨ(End of color image header)エントリは、必須である。 

各エントリは、エントリマーカであるＸ’ＦＦＥ１’またはＸ’ＦＦＥ３’とエントリ長とＦＡＸ識別子ｎと 

エントリデータから成る。各エントリの形式は、後の節で規定される。 

 

マジック番号 エントリ１ エントリ２ ・ ECIH 

 

各エントリ： 

エントリマーカ 長さ FAX識別子ｎ データ 

 

図２／JT-T43 ＢＣＩＨのデータ構造 

                 (ITU-T T.43) 

 

7.2.2 エントリの定義 

7.2.2.1 エントリマーカ 

エントリマーカであるＸ’ＦＦＥ１’あるいはＸ’ＦＦＥ３’は、エントリの識別を開始する。このマーカ 

X’ＦＦＥ１’は、ＪＰＥＧカラーファクシミリで’ＡＰＰ１’として使用され、長さ識別が２オクテットで使

用されている符号と同一符号である。長さ識別が４オクテット要求されるときマーカＸ’ＦＦＥ３’が使われ

る。各エントリは、ＦＡＸ識別子ｎにより識別される。ＦＡＸ識別子ｎは、６個のオクテット値Ｘ’４７’,

Ｘ’３ｍ’,Ｘ’４６’,Ｘ’４１’,Ｘ’５８’,Ｘ’ｎ’であり、ここでｍは３か４、ｎは０から最大値Ｘ’ＦＦ’(２５５)

である。 

 

7.2.2.2 Ｇ３ＦＡＸ０／Ｇ４ＦＡＸ０エントリ 

  ＢＣＩＨのマジック番号と本エントリは、カラーと単色多値画像のＦＡＸアプリケーションに対して可

逆符号化方式によって符号化された画像データを個別に識別する。 

それは、バージョン、画像サイズ、空間解像度、符号化方式、画像形式、インタリーブとビット数を定義

する。 本エントリは、必須である。データ形式は、次のとおりである。 
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 Ｘ’ＦＦＥ１’(エントリマーカ)、長さ、ＦＡＸ識別子０、バージョン、画像サイズ、空間解像度、符号化 

方式、画像形式、インタリーブ、ビット数。 

 

上記用語は、次のように定義される。 
 

長さ：                 （２オクテット）本オクテットを含みエントリマーカを除いた全Ｇ３ＦＡＸ０ 

          ／Ｇ４ＦＡＸ０エントリのフィールドオクテット数。 

 

ＦＡＸ識別子０：  （６オクテット）Ｘ‘４７’,Ｘ‘３ｍ’,Ｘ‘４６’,Ｘ‘４１’,Ｘ‘５８’, 

          Ｘ‘００’(ｍ＝３または４)。この識別子は、Ｇ３ＦＡＸ０／Ｇ４ＦＡＸ０ 

          エントリを示す。 

 

バージョン：     （２オクテット）Ｘ‘０７ＣＤ’この数字は将来の改訂と区別するために標準が 

          合意された年を示す。（例、１９９７） 

 

空間解像度：     （２オクテット）２５．４ｍｍ当りの画素密度。基本値は、２００。 

表５－１／ＪＴ－Ｔ３０で定義される正方解像度の値（すなわち、縦と横が同じ解像

度）はどれも使って良い。（例えば、２００、３００、４００、．．．など） 

 

符号化方式：     （１オクテット）このパラメータの値は、可逆符号化方式の形式を規定する。 

             ０： ＪＢＩＧ(７．３．２．１．１節を参照） 

                    本標準の今回のバージョンでは、"０：ＪＢＩＧ"だけ承認されている。他の番号は、 

                    検討課題である。 
 

画像タイプ：     （１オクテット）このパラメータの値は、画像タイプを規定する。 

             ０： １ ビット／カラー画像（ＲＧＢの原色使用） 

             １： １ ビット／カラー画像（ＣＭＹの原色使用） 

             ２： １ ビット／カラー画像（ＣＭＹＫの原色使用） 

         １６： パレットカラー画像（ＣＩＥＬＡＢ ８ビット／構成要素のテーブル 

             使用） 

         １７： パレットカラー画像（ＣＩＥＬＡＢ １２ビット／構成要素のテーブル 

             使用） 

            ３２： 単色多値画像（Ｌ＊使用） 

            ４８：連続階調カラー画像（ＣＩＥＬＡＢ使用） 

 

ビット数：      （４オクテット）本パラメータ値は、ビットプレーンの数を規定する。 

          １ビット／カラー画像とパレット画像と単色多値画像のために、本パラメータの最 

          初のオクテットは、ビットプレーン合計を規定する。連続階調カラー画像のために、 

          第１オクテットは、第１色構成要素のビットプレーンの数を規定し、第２、第３、 

          第４オクテットは、それぞれ第２、第３、第４色構成要素のビットプレーンを規定 

          する。 

          たとえば、１ビット／カラー（ＣＭＹＫ）の場合は、Ｘ’０４’，Ｘ’００’， 

          Ｘ’００’，Ｘ’００’として定義されるだろう。 

          ９ビットエントリパレットカラーの場合は、Ｘ’０９’，Ｘ’００’，Ｘ’００’， 
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          Ｘ’００’として定義されるだろう。そして、Ｌ＊に７ビット、ａ＊に４ビット、 

          ｂ＊に４ビットを用いるカラー連続階調の場合は、Ｘ’０７’，Ｘ’０４’，Ｘ’０４’， 

          Ｘ’００’として定義されるだろう。 

 

次の例は、２００画素／２５．４ｍｍ、単色多値、１２ビット／画素でＪＢＩＧ符号化した１９９７ 

Ｇ４ＦＡＸアプリケーションのマジック番号とエントリマーカを含む文字列である。 

 

コードの例：          

 

   X’FFA8’    X’FFE1’     X’0012’  X’47’,X’34’,X’46’,X’41’,X’58’,X’00’      X’07CD’ 

  マジック番号  エントリマーカ  長さ   ＦＡＸ識別子０"Ｇ４ＦＡＸ’０’"   バージョン 

 

   X’00C8’     X’00’    X’20’   X’0C’,X’00’,X’00’,X’00’ 

解像度２００  ＪＢＩＧ  単色多値   １２ビットプレーン 

 

7.2.2.3 ＥＣＩＨエントリ 

  特殊なエントリのＥＣＩＨ エントリは、ビットプレーンカラー画像ヘッダの終わりを知らせるために使

われる。ＥＣＩＨエントリの後に、追加のエントリが続いてはならない。識別子のすぐ後に、圧縮画像デー

タがつづく。このエントリは必須である。データ形式は次のとおりである。 

 

Ｘ’ＦＦＥ１’(エントリマーカ)、長さ、ＦＡＸ識別子２５５。 

 

長さ：             （２オクテット）本オクテットを含みエントリマーカを除いた 

                   ＥＣＩＨエントリフィールドの総オクテット数がＸ’０８’である。 

 

ＦＡＸ識別子２５５：（６オクテット）Ｘ’４７’，Ｘ’３ｍ’，Ｘ’４６’，Ｘ’４１’，Ｘ’５８’, 

             Ｘ’ＦＦ’（ｍ＝３または４）。本識別子が、ＥＣＩＨエントリを示す。 
 

7.2.2.4 Ｇ３ＦＡＸ／Ｇ４ＦＡＸ オプションエントリ 

  Ｇ３ＦＡＸ／Ｇ４ＦＡＸオプション識別子として定義されているガミュート範囲のためのＧ３ＦＡＸ１

／Ｇ４ＦＡＸ１（ＪＴ－Ｔ５０３付属資料ＢのＢ．８．３．１節とＪＴ－Ｔ４付属資料ＥのＥ．６．６節

にて定義）と照射光データのためのＧ３ＦＡＸ２／Ｇ４ＦＡＸ２（ＪＴ－Ｔ５０３付属資料ＢのＢ．８．

３．２節とＪＴ－Ｔ４付属資料ＥのＥ．６．７節にて定義）もまた、本標準に適用できる。Ｇ３ＦＡＸ３

／Ｇ４ＦＡＸ３ オプション識別子は、カラーパレットテーブルのために定義される。Ｇ３ＦＡＸ４／Ｇ４

ＦＡＸ４からＧ３ＦＡＸ２５４／Ｇ４ＦＡＸ２５４は、将来の利用のために確保されている。 

 

7.2.2.4.1 カラーパレットテーブルのためのＧ３ＦＡＸ３／Ｇ４ＦＡＸ３エントリ 

 カラーパレットテーブルは、次のエントリマーカＸ’ＦＦＥ３’を用いて規定される。 

 

Ｘ’ＦＦＥ３’(エントリマーカ)、長さ(４オクテット)、ＦＡＸ識別子３、テーブルＩＤ、tエントリ、カラー

テーブルデータ 

 

長さ：          （４オクテット）本オクテット数を含み、エントリマーカを除いた 

            Ｇ３ＦＡＸ３／Ｇ４ＦＡＸ３ エントリフィールドの総オクテット数。 



ＪＴ－Ｔ４３ - 8 - 

 

ＦＡＸ識別子３：    （６オクテット）Ｘ’４７’，Ｘ’３ｍ’，Ｘ’４６’，Ｘ’４１’，Ｘ’５８’， 

            Ｘ’０３’．（ｍ＝３または４） 本識別子は、Ｇ３ＦＡＸ３／Ｇ４ＦＡＸ３ 

            エントリを規定する。 

 

 

テーブルＩＤ：    （２オクテット）これは、カラーパレットテーブルのタイプを示す。 

            ０： ＣＩＥＬＡＢ空間にて規定されたテーブル 

              （８ビット／構成要素) 

            ４： ＣＩＥＬＡＢ空間にて規定されたテーブル 

              （１２ビット／構成要素） 

 

ｔエントリ：       （４オクテット）これは、カラーパレットテーブルのエントリの数を示す。 

            この値は、次の関係を持たなければならない。 

             Ｎ：Ｇ３ＦＡＸ０／Ｇ４ＦＡＸ０に規定されたビット数 

             ｍｂ：テーブルでのオクテット／構成要素 

                １：８ビット精度    

                ２：１２ビット精度 

            ２＊＊(Ｎ－１）＜（tエントリ）＝＜２＊＊Ｎ 

            長さ＝１６＋（３＊（tエントリ）＊ｍｂ） 

 

カラーテーブルデータ： （３＊（ｔエントリ）＊ｍｂ）オクテット）このデータは、ｔエントリカラー 

            パレットテーブルエントリから成る。３要素から成る各テーブルエントリは、 

            インデックス=０からインデックス=（tエントリ）－１まで順番に並ぶ。  

            各要素は、１か２オクテット値から成る。 

            その長さは、テーブルＩＤにより示される。各要素値は、ＴＴＣ標準ＪＴ－ 

            Ｔ４２で規定されたＣＩＥＬＡＢ空間により表現される。表現方式は、本標準 

            ６．２．２節で規定される。 

     

  次は、表４／ＪＴ－Ｔ４３に関するカラーパレットテーブル の例であり、テーブルが、ＣＩＥＬＡＢ空

間（８ビット／構成要素）、ｔエントリ＝２３６で示している。 

 

コードの例： 

 

  X’FFE3’   X’000002D4’  X’47’,X’33’,X’46’,X’41’,X’58’,X’03’    X’0000’   

エントリマーカ   長さ    ＦＡＸ識別子”Ｇ３ＦＡＸ’３’”   テーブルＩＤ＝０ 

 

  X’000000EC’      X’FF’,X’80’,X’60’     X’00’,X’80’,X’60’ 

t エントリ＝２３６ インデックス=0(255,128,96) インデックス=1(0,128,96) 

 

   X’80’,X’80’,X’60’       …         X’DC’,X’80’,X’DC’ 

 インデックス=2(128,128,96)    …        インデックス=235(220,128,220) 
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次は、表５／ＪＴ－Ｔ４３に関するカラーパレットテーブル の例であり、テーブルは、ＣＩＥＬＡＢ 

空間（１２ビット／構成要素）、ｔエントリ＝１２８で示している。 

 

コードの例：           

 

     X’FFE3’     X’00000310’      X’47’,X’34’,X’46’,X’41’,X’58’,X’03’      X’0004’ 

エントリマーカ      長さ         ＦＡＸ識別子“Ｇ４ＦＡＸ’３’”   テーブルＩＤ＝４ 

 

   X’00000080’           X’0FFF’,X’0800’,X’0600’           X’0000’,X’0800’,X’0600’ 

 t エントリ＝１２８   インデックス=0(4095,2048,1536)    インデックス=1(0,2048,1536) 

 

  X’0800’,X’0800’,X’0600’       …      X’0DC0’,X’0800’,X’0DC0’ 

インデックス=2(2048,2048,1536)    …  インデックス=127(3520,2048,3520) 

 

7.3 符号化方式のためのＢＣＩＤ構造とアプリケーション規則 

 ＢＣＩＤ（Bit-plane colour image data)フィールドは、符号化画像データだけを含む。 

ＪＢＩＧ符号化方式のために、それは、ＢＩＨ(Bi-level image header)とＢＩＤ(Bi-level image data)

から成るＢＩＥ(Bi-level image entity)を含む。 
  

7.3.1 グレイコード変換 

  ＪＢＩＧのような二値符号化方式によって本標準で規定された画像の符号化において、１つの画像は、1

組のビットプレーンに分解され、各ビットプレーンは、符号化される。画像のビットプレーンへの分解に

おいて、グレイコード変換は、Ｇ３ＦＡＸ０／Ｇ４ＦＡＸ０エントリの画像タイプ３２か４８として規定

された連続階調画像のためにだけ用いられる。 
 

7.3.1.1 グレイコードと自然二値符号 

  自然二値符号とグレイコード間の変換は、次のとおりである。自然二値符号の最上位ビットが０ならば、

グレイコードの最上位ビットは０である。同様に、自然二値符号の最上位ビットが１ならば、グレイコー

ドの最上位ビットは１である。次に、1組のビットを、自然二値符号の最上位ビットから始めてそれより下

位のビットと照合した時、各変化（０から１、１から０）は、“１”を生成し、変化なしは、“０”を生

成する。例えば、自然二値符号で（１０１１）で表現される１３は、グレイコード（１－>１、１から０－

>１、０から１－>１、１から１－>０）で、（１１１０）として表現される。 

  次に、2つの関連する表現の関係を表す。 
 

ｎビット整数Ｎに対して(a1,a２,---,ai,---,an-1,ａn)とグレイコード(b1,b2,---,bi,---,bn-1,bn) 

 

１）自然二値符号からグレイコードへの変換 

   b1 ＝ a1 

   bi ＝ ai  EXOR ai-1       i≧   2 

 

２）グレイコードから自然二値符号への変換 

   a1 ＝ b1 

   ai ＝ bi  EXOR ai-1        i≧   2           ＥＸＯＲは、排他的論理和を意味する 
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7.3.1.2 グレイコード表現の例 

次のテーブルは、４ビット整数に対する自然二値およびグレイコード表現の比較である。 

 

表６／JT-T43 ４ビット整数に対する自然二値符号とグレイコードの比較 

         (ITU-T T.43) 

自然数（Ｎ） 自然二値符号 グレイコード 

０ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

００００ 

０００１ 

００１０ 

００１１ 

０１００ 

０１０１ 

０１１０ 

０１１１ 

１０００ 

１００１ 

１０１０ 

１０１１ 

１１００ 

１１０１ 

１１１０ 

１１１１ 

００００ 

０００１ 

００１１ 

００１０ 

０１１０ 

０１１１ 

０１０１ 

０１００ 

１１００ 

１１０１ 

１１１１ 

１１１０ 

１０１０ 

１０１１ 

１００１ 

１０００ 

 

 

7.3.2 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８２符号化方式（ＪＢＩＧ）の使用法 

ＢＣＩＤ（Bit-plane colour image data）フィールドは、符号化された画像データだけを含む。 

ＪＢＩＧ符号化方式に対し、それは、ＢＩＨ(Bi-level image header)とＢＩＤ(Bi-level image data)から成る 

ＢＩＥ(Bi-level image entity)を含む。本符号化のオブジェクト識別子は｛０ ０ ２０ ４３ ０｝として規定 

される。 

カラ－ファクシミリ標準の簡素化のために、単層シーケンシャル符号化が、一般にサポートされる。 

その他のモードは、検討課題として残される。本節は、ＪＢＩＧデータ構造の記述を与える。 
 

7.3.2.1 ＢＩＨとマーカ分類 

  カラーファクシミリ標準のためのＢＩＨへのパラメータ設定規則は、次の節に規定される。 

マーカ分類は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８２に規定される。 
 

7.3.2.1.1 ＢＩＨのパラメータ 

  ＢＩＨは、符号化データ構造と符号化パラメータを規定する。ＢＩＨのパラメータは、ＩＴＵ－Ｔ勧告

Ｔ．８２で厳密に規定されている。 表７／ＪＴ－Ｔ４３は、カラーファクシミリ標準のためのパラメータ

設定規則を示す。 
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表７／JT-T43 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８２をカラーと単色多値画像へ適用するためのパラメータ設定規則 

 (ITU-T T.43) 

   

 

パラメータ 意   味 値 注  意 

ＤＬ 転送する初期レイヤ 0固定  

Ｄ 差分レイヤの数 0固定  

Ｐ バイナリプレーンの数 １から３６ 注１参照 

ＸＤ レイヤＤにおける水平方向の画像サイズ － 注４参照 

ＹＤ レイヤＤにおける垂直方向の画像サイズ T.82の全範囲  

Ｌ0 最低解像度におけるストライプのライン数 基本： 

１２８ 

オプション： 

１からＹＤ 

注６参照 

ＭＸ ＡＴ画素に許される最大水平オフセット ０から１２７  

ＭＹ ＡＴ画素に許される最大垂直オフセット ０固定  

ＨＩＴＯＬＯ 差分レイヤの送信順序 ０固定  注２参照 

ＳＥＱ 多階層シーケンシャル符号化の指示 ０固定 注３参照 

ＩＬＥＡＶＥ  インタリーブされた複数ビットプレーンの 

送信順序 

１固定 注３参照 

ＳＭＩＤ ストライプの送信順序 ０／１ 注３参照 

ＬＲＬＴＷＯ モデルテンプレ－トタイプ ０／１ ０：３ライン 

  テンプレート 

１：２ライン 

  テンプレート 

ＶＬＥＮＧＴＨ ＮＥＷＬＥＮマーカセグメントの可能性の 

指示 

０／１ ０：ＮＥＷＬＥＮ 

  未使用 

１：ＮＥＷＬＥＮ 

  使用 

注５参照 

ＴＰＤＯＮ 差分レイヤのための典型的予測の使用 ０固定 注２参照 

ＴＰＢＯＮ 最低解像度レイヤのための典型的予測の使用 ０／１ ０：オフ 

１：オン 

ＤＰＯＮ 確定的予測の使用 ０固定 注２参照 

ＤＰＰＲＩＶ プライベートＤＰテーブルの使用  ０固定 注２参照 

ＤＰＬＡＳＴ 最終ＤＰテーブルの使用 ０固定 注２参照 

 

（注１） ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８２では、Ｐはビットプレーンの数を規定する。カラーファクシミリの 

    アプリケーションでは、Ｐは全カラープレーンでのビットプレーンの合計を意味するバイナリ 

    プレーンの数を規定する。色構成要素当りのビットプレーンの最大値は１２であり、色構成 

    要素の最大値は３なので、Ｐの最大値は３６である。 

（注２） これらのパラメータは、単層シーケンシャル符号化には適用されない。 
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    送信側は、これら未使用パラメータに“０”を設定しなければならない。受信側は、これら 

    パラメータを認識する必要はない。 

（注３） これらパラメータは、複数レベル符号化におけるインタリーブのために用いられる。 

（注４） パラメータＸＤ、水平画像サイズは、グループ３ファクシミリＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の２章と 

    グループ４ファクシミリＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ５６３の３章で定義された値に適合しなければな 

    らない。 

（注５） 詳しくはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８２の６．２．６．２節参照 

（注６） ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｔ４３を用いる時、基本は、１２８である。オプションは、適切なファク 

    シミリ手順で、ネゴシエ－ションされなければならない。 
 

7.3.2.2 インタリーブ 

  ＪＢＩＧ符号化において、インタリーブ形式は、ストライプとビットプレーンと解像度といった３つの

ループの順序により識別される。 

 ループの順序は、ＳＥＱとＩＬＥＡＶＥとＳＭＩＤの３個の二値ＪＢＩＧヘッダパラメータの組み合わ

せで表現される。 

 カラーファクシミリのアプリケーションにおいて、カラープレーンとビットプレーンは、より大きなバ

イナリプレーンループに合体される。そしてカラープレーンは外側のループに置かれ、ビットプレーンは

内側のループに置かれる。解像度の順番は、将来のプログレッシブモードへの可能な展開を考慮して最も

外側のループに置かれる。 

 

 上記仮定を考慮すれば、可能なインタリーブ方式は、次の項目に限定される。 

 

１）プレーンインタリーブ ： 外側からのループの順番は、（解像度、プレーン、ストライプ）である。 

２）ストライプインタリーブ： 外側からのループの順番は、（解像度、ストライプ、プレーン）である。 

 

関連するＪＢＩＧのヘッダパラメータは、１）には（ＳＥＱ＝０，ＩＬＥＡＶＥ＝１，ＳＭＩＤ＝０）、

２）には（ＳＥＱ＝０，ＩＬＥＡＶＥ＝１，ＳＭＩＤ＝１）となる。 

 

プレーンインタリーブは、送信側に全画像サイズのメモリを必要とするかもしれない。受信側には、（Ｌ，

ａ，ｂ）色空間が使用されている限り、いかなる印刷方式に対しても同一サイズのメモリを必要とする。 

（もしＣＭＹ色空間が将来のカラープレーンメモリに規定されれば、カラープレーンメモリは、熱転写か

同様な印刷方式の受信側で節約できる。それは、符号化のためにただ１組の静的メモリだけを必要とする。） 

 ストライプインタリーブは、送信側にはストライプサイズメモリだけを必要とする。そして、またインク

ジェットか同様の印刷方式のために受信側に、同じサイズのメモリを必要とする。 

 しかしながら、符号化のための静的メモリの組数は、ＳＤＮＯＲＭが使用されている限り、符号化される

べきバイナリプレーンの数に対応するだろう。 

 

 基本的なインタリーブ方式は、ストライプインタリーブであり、１２８ライン／ストライプがネゴシエー

ション無しに使用できる。他のストライプサイズ、例えば、ストライプインタリーブにおける２５６， 

５１２，１０２４ラインは、検討課題である。プレーンインタリーブは、ネゴシエーションで使用可能で

あり、どのストライプサイズでも使用できる。 

 

バイナリプレーンループにおいて、色構成要素とビットプレーンの間の順番は、次のとおりである。 
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－   １ビット／カラーモード： 

   ・１ビット／カラー“ＣＭＹ(Ｋ)”：   Ｃ，Ｍ，Ｙ，(Ｋ) 

   ・１ビット／カラー“ＲＧＢ”：     Ｒ，Ｇ，Ｂ 

－   パレットカラーモード：         最上位ビット(MSB)から最下位ビット(LSB) 

－   連続階調カラーと単色多値画像：       Ｌ＊の最上位ビット(MSB)から最下位ビット(LSB)、 

                                           （ａ＊の最上位ビット(MSB)から最下位ビット(LSB)、 

                       ｂ＊の最上位ビット(MSB)から最下位ビット(LSB)） 

 

7.3.2.3 通信回線への符号化データ送出のビット順序 

 通信回線への符号化データ送出のビット順序は、各オクテットの最下位ビット(LSB)が最初である。 

たとえば、表２６／ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８２で例示されたような符号列が、符号化器により獲得されると、

それは次のような下記に示すビット順序で通信回線に送出される。 

 

符号列: 

   ＰＳＣＤ：6989 995c 32ea faa0................, 

 

                  MSB  LSB 

   (ビット表現)   01101001  10001001  10011001  01011100  00110010  11101010 -, 

               69         89        99         5c        32        ea, 

 

通信回線上のビット順序： 

 

 最初 

 10010110  10010001  10011001  00111010  01001100  01010111…… 
 

7.3.3 他の符号化方式 

 検討課題である。 
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